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  ウ 結論 

 

ステルスマーケティング、すなわち広告であるにもかかわらず広告であることを隠す行

為に対する景品表示法による規制の必要性がある。 

 

上記の整理に当たって、以下のような意見があった。 

 

 ステルスマーケティングは消費者にとっては何か利益が生じるというようなもの

ではなく、規制が必要ではないか。 

 

 消費者法の世界では、消費者が被害者になりながらも加害者にもなるというよう

な仕組みについては、非常に広まりやすいという特徴を持っているため、このよ

うな特徴を持つ行為について、何らかの規制の対象にしてきた。ステルスマーケ

ティングを行うのは、消費者でもあるインフルエンサーであり、まさに消費者が

被害者になりながらも加害者にもなるという特徴を持っているため、何らかの規

制は必要である。 

 

 インターネット上の消費者間のコミュニケーションの透明性を高く維持するため

には、消費者を偽りの方向に説得するような悪質な情報と、そうではない純粋な

情報と混在している状況というのは非常に問題であるため、ステルスマーケティ

ングに対する何らかの規制は必要である。 

 

 既にステルスマーケティング規制が導入されている世界各国に比べて、日本は事

業者にとってはステルスマーケティング天国ともいえる状況。日本の消費者に対

してだけ行われているようなステルスマーケティングもあるような状況から見る

と、今、議論すべきは、規制するべきかというレベルではなく、規制を前提とし

てどうやってエンフォースメントをしていくか、どうやって実効性のある規定を

作っていくかというレベルではないか。 

 

 今後のインターネットの発展を考えていくと、例えば、メタバースとかＮＦＴと

いった仮想空間上では、見ず知らずの人とか出所不明の情報に触れる機会が増大

するが、このような世界においては現実世界より、情報を信じやすいといわれて

いる。このような発展を考えていく上での環境整備として、ステルスマーケティ

ングに対する規制を今の段階で考えておかないと、仮想空間上が偽の情報だらけ

になってしまう。これは産業の発展から見ても重要であり、早急に規制を行って

いくなどの対応をしなければならない。 
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